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「偏微分方程式における線型及び非線型問題JPeter D. Lax 












































































巽 友正 昭和42年4月1日~昭和44年3月31日 理学部教授
昭和44年7月1日~昭和61年 3月31日 向上






奥川光太郎 昭和43年12月1日一昭和51年 3月31日 工学部教授
小松醇郎 昭和44年4月1日~昭和47年3月31日 理学部教授
溝畑 茂 昭和44年7月1日~昭和63年3月31日 理学部教授





西原 宏 昭和57年4月1臼一昭和61年3月31日 工学部教授
西島安則 昭和59年4月1日~昭和60年12月15日 工学部教授
近藤良夫 昭和61年 1月16日~昭和62年3月31日 工学部教授
寺本 英 昭和61年4月1日~昭和63年3月31日 理学部教授
岐美 格 昭和61年4月1日~平成元年3月31日 工学部教授
西島和彦 昭和61年6月1日~平成2年3月31日 基礎物理学研究所教授
赤、井浩一 昭和62年4月 1日~平成2年3月31日 工学部教授
恒藤敏彦 昭和63年4月 1日一平成6年3月31日 理学部教授
池部晃生 昭和田年10月 1日一平成5年3月31日 理学部教授
永田雅宜 平成元年4月1日~平成2年3月31日 理学部教授
真島 宏 平成元年4月1日~平成3年3月31日 工学部教授
中川博次 平成2年4月1日~ 工学部教授
土方弘明 平成3年3月1日~ 理学部教授
西川緯ー 平成3年4月 1日一 工学部教授
渡辺信三 平成5年4月1日~ 理学部教授








































































































研究部門 氏名 在任期間 備 考
基礎数学第 1 中野茂男 昭和38年6月1日~昭和62年3月31日 京都大学理学部助教授より
斎藤恭司 昭和62年8月1日~ 京都大学数理研助教授より









河合隆裕 昭和64年 1月1日~ 京都大学数理研助教授より
応用解析第 l 荒木不二洋 昭和41年 1月1日~昭和43年4月1日 京都大学数理研助教授より
松浦重武 昭和43年4月1日~平成6年3月31日 京都大学数理研教授より





非線型問題占部 実 昭和41年7月16日~昭和43年4月1日 九州大学理学部教授より
福原i前洲雄 昭和43年4月1日~昭和44年4月1日 京都大学数理研教授より
虞中 平市右 昭和50年11月1日~昭和53年6月1日 ハーバード大学教授より
佐藤幹夫 昭和62年9月18日ー平成4年3月31日 京都大学数聖堂研教授より
三輪皆二 平成5年 1月l日~ 京都大学数理研助教授より
近似理論|松浦重武 昭和42年 1月1日ー昭和43年4月l日 京都大学理学部助教授より
一松 信 昭和44年4月1日~平成元年3月31日 立教大学理学部教授より
室田一雄 平成6年4月1日~ 京都大学数理研助教授より
数値解析|高須 逮 昭和42年 1月1日~昭和43年4月1日 京都大学数理研助教授より
占部 実 昭和43年4月1日~昭和46年10月1日 京都大学数理研教授より
伊藤 T昔 昭和50年2月l目~昭和54年4月1日 コーネル大学教授より
中島玲二 平成元年7月1日~平成5年11月1日 京都大学数理研助教授よ り
高須 達 平成5年11月l日ー平成6年3月31日 京都大学数理研教授より
岡本 久 平成6年4月1日~ 京都大学数理研助教授より
計算機縛|高須 達 昭和43年4月1日~平成5年11月1日 京都大学数理研教授より
中島玲二 平成5年11月1日~ 京都大学数理研教授より
表25-4 各研究部門の専任助教授
研究部門 氏名 在任期間 備 考
基礎数学第 l 山崎泰郎 昭和38年8月16日~ 京都大学理学部助手より
基礎数学第2 田中 昇 昭和40年4月1日ー昭和43年7月1日 名古屋大学理学部助教授より
蔚藤恭司 昭和54年4月1日~昭和62年8月1日 東京大学理学部助教授より
織田孝幸 平成2年5月l日~平成6年4月1日 東京大学理学部助教授より
大域解析学|柏原正樹 昭和53年9月16日~昭和59年4月11日 マサチューセ ッツ工科大学よ
り
楠岡成縫 昭和62年4月1日~平成5年4月1日 東京大学理学部助教授より
代数解析(学)I三輪哲二 昭和59年4月11日~平成5年 1月1日 京都大学数理研助手より
竹弁義次 平成5年10月1日~ 京都大学理学部助手より
作用 素 論|折原明夫 昭和38年9月1日ー昭和40年10月1日 東京大学理学部助手より
キ加 害事延 昭和41年4月1日~昭和43年4月1日 上智大学理工学部講師より
十時東生 昭和43年4月1日~昭和56年12月1日 京都大学数理研助教授より
大沢健夫 昭和61年6月l日ー平成3年4月1日 京都大学数理研鱗師より
務藤 盛彦 平成3年4月1日~ 京都大学数理研助手より
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応用解析第 2I 後藤金英 昭和40年10月 18-昭和43年4月1日 京都大学理学部助手より
中西 裏 昭和43年4月1日~平成元年5月29日 京都大学数理研助教授より
大栗博司 平成2年7月1日~ シカゴ大学助教授より
泉 平成元年5月29日~ 京都大学数理研助手より
非線型問題中西 褒 昭和41年3月1日一昭和43年4月1日 ブルックへプン国立研究所
フィジストより
大久保謙二郎 昭和43年4月1日~昭和44年3月31日 京都大学数理研助教授より





数値解析|高須 達 昭和41年4月1日~昭和42年1月1日 ウエスタン・オンタリオ大学
准教授より
森 正武 昭和45年3月1日~昭和54年4月1日 東京大学工学部助手より
岡本 久 平成2年4月16日一平成6年4月 1日 東京大学教養学部助教授より
計算機構|五十嵐滋 昭和43年4月1日~昭和51年10月16日 東京大学工学部助手より
萩谷昌己 昭和63年10月1日~平成4年4月1日 京都大学数理研助手より
大堀 淳 平成5年8月16日~ 沖電気株式会社より






研究部門 氏名 在任期間 備 考
基礎数学第2 成木勇夫 昭和47年4月1日~昭和51年12月1日 京都大学数理研助手より
作用素論 大沢健夫 昭和59年4月1日~昭和61年6月1日 京都大学数理研助手より
応用解析第 1 成木勇夫 昭和51年12月1日~昭和52年11月1日 京都大学数理研講師より




研究部門 氏名 在任期間 備 考
基礎数学第1 松田道彦 昭和38年7月1日一昭和42年10月1日
真木 和美 昭和39年 4月1日一昭和42年12月1日
坪井昭二 昭和43年 4月1日~昭和48年4月1日
富岡武彦 昭和43年 4月1日~昭和47年3月31日












大域解析学大沢 健夫 昭和53年 7月1日~昭和59年 4月1日
務藤盛彦 昭和61年4月1日~平成3年4月l日
昭和38年10月1日~昭和42年4月1日
浅野 潔 昭和39年 4月1日~昭和43年4月1日
斉藤義賞 昭和43年 4月1日~昭和46年9月30日




辻 雄 平成5年 4月1日~
応用解析第 1I河野貧彦 昭和40年 4月1日~昭和43年4月1日
静回 靖 昭和40年 4月1日~昭和43年4月1日

























































研究部門 氏名 在任期間 現 職
基礎数学第 l 正田建次郎 昭和38年 5月1日~昭和40年 3月31日 大阪大学基礎工学部教授
小松醇郎 昭和38年5月1日~昭和44年3月31日 京都大学理学部教授
基礎数学第2 佐武一郎 平成元年6月1日~平成元年12月 1日 東北大学理学部教授
大域解析学 佐武一郎 平成元年12月1日一平成2年3月31日 東北大学理学部教授
作用素論 吉田耕作 昭和38年5月1日一昭和45年 3月31日 東京大学理学部教授
百年畑 茂 昭和38年5月1日~昭和41年 3月31日 京都大学理学部教授
藤田 宏 昭和44年9月1日~昭和55年3月31日 東京大学理学部教授
応、用解析第1 伊藤 清 昭和39年11月1日~昭和41年3月31日 京都大学理学部教授
溝畑 茂 昭和41年 4月1日~昭和42年3月31日 京都大学理学部教授
溝畑 茂 昭和42年11月16日~昭和44年 3月31日 京都大学理学部教授
高橋陽一郎 平成6年 4月1日一 東京大学数理科学研究科教授
非線型問題 占部 実 昭和40年8月1日一昭和41年 7月16日 九州大学理学部教授
古屋 i'{ 昭和42年4月1日一昭和51年3月31日 東京大学教養学部教授
吉田耕作 昭和45年4月 1日一昭和47年3月31日 京都大学理学部教授
吉津尚明 昭和47年 4月1日一昭和51年3月31日 京都大学理学部教授
久保亮五 昭和51年 6月1日一昭和55年3月31日 東京大学理学部教授
近似理論 小松彦三郎 平成元年7月1日一平成6年3月31日 東京大学理学部教授
数値解析 山口昌哉 昭和47年2月1日一昭和51年 1月31日 京都大学理学部教授





研究部門 氏名 在任期間 現 職
代数多様体論 中山 昇 平成6年4月1日一 東京大学数理科学研究科助教
授
大域解析学 古田幹雄 平成6年4月1日~ 東京大学数理科学研究科助教
授










































































































































よぐを 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 
アメ リカ 21 15 32 25 42 14 26 17 16 19 43 50 
イ ン ド 2 1 1 3 4 。1 。l 4 2 2 
イギリス 4 l 5 9 5 2 5 6 5 13 7 11 
スウェーデン 。。。4 3 。1 1 1 。。4 
ロ シ ア※ 。 l l 。1 3 10 2 19 19 13 
ドイツ※※ 4 2 5 6 12 12 8 4 6 9 13 10 
フランス 11 16 7 10 8 12 8 8 9 14 12 21 
オーストラリア 。。。2 2 。。1 。2 4 4 
中 国 2 2 5 6 6 5 5 9 13 16 9 10 
カ ナ ダ 2 4 3 。l 5 2 。l 3 4 7 
イタリア 。。4 1 5 2 2 2 6 2 5 7 
デ ン マーク 2 1 3 。。1 2 1 1 。2 3 
そ の 他 4 3 12 19 30 17 20 21 22 32 33 49 




































































修士 博士 修士 博士 修士 博士
昭和51年度 3 昭和57年度 6 昭和63年度 7 4 
昭和52年度 3 昭和58年度 4 1 平成元年度 7 4 
昭和53年度 3 昭和59年度 1 3 平成2年度 9 2 
昭和54年度 6 1 昭和60年度 5 1 平成3年度 7 2 
昭和55年度 5 1 昭和61年度 2 2 平成4年度 11 2 
























































































































昭和46年 吉田耕作 教授 日本学士院会員
昭和48年 中西 号是 助教授 仁科記念賞
昭和50年 庚中平枯 教授 文化勲章・文化功労者
昭和51年 虞中平枯 教授 日本学士院会員
佐藤幹夫 教授 日本学士院賞
昭和52年 伊藤 清 教授 朝日賞
河合隆裕 助教授 日本数学会弥永賞
昭和53年 伊藤 清 教授 恩賜賞・日本学士院賞
昭和59年 佐藤幹夫 教授 文化功労者
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昭和63年 柏原正樹 教授 朝日賞
河合隆裕 助教授 朝日賞
柏原正樹 教授 日本学士院賞
平成元年 萩谷昌己 助教授 日本IBM科学賞
平成2年 万2k:本 重文 教授 日本学士院賞
オ卦ヲq侭z 重文 教授 フィールズ賞
荒木不二洋 教授 パリ保険連盟科学賞
ホ升木'" 重文 教授 文化功労者
平成3年 斎藤盛彦 助教授 日本数学会春季賞










































tionとそのLie環化grGについて研究している。(i)G = Gal (R/ Q)、C=














































































































(4次元)を記述した。その際、 l直線を共有する 4枚の tritangentsの複比
(そのようなものは45個)がmoduli上の内在的意味を持つ有理関数であった。
他方、これらの複比は(3次曲面の幾何の基底にある例外群)E6のadjoint
torus上の関数と見なせる。したがって、 6次元の objectから、 4次元の
moduliへの複比写像が得られていることになる。成木は、このファイパー




































































































































































































































についての研究を行った。また、 D.W. Stroockと共に Wiener汎関数の漸
近挙動に関する研究も継続して行った。ループ空間上の幾何学的Dirichlet
形式についても着手した。
②に関しては、服部哲弥らと SierpinskiGasket上の自己回避過程につい
て、また、周先銀と極めて広いクラスのフラクタルの上の拡散過程について
の研究を行った。
高橋陽一郎は最近着任し、確率解析、量子カオス、力学系などの研究を行
っている。
10. 作用素環論
泉正己は作用素環論の研究を行い、特に部分因子環の分類論に数々の業績
をあげている。
1. 数理物理学
荒木不二洋は作用素環の数学的研究と、場の理論や統計力学への応用と
を、同時に研究してきた。
C.環の定義は昭和17(1942)年に遡るが、なお整備できる点を発見した。
凹型作用素環の構造についてある条件の下で完全な解析を行ったが、これは
竹崎により一般の場合がその後解析された。富田・竹崎理論の主要構成物の
1つモジムラー共役作用素の性質の追究から、作用素環に付随した正錐の理
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論が得られた。これに、理論物理学の概念を導入して、相対ハミルトニアン
および相対エントロビーの理論を展開した。
以上作用素環の数学的研究の直接の応用として、 KMS条件と変分原理の
等価性、 1次元スピン格子系における相転移に非存在などを証明して、統計
力学の数学的基礎を固めた。また状態のクラスター性について新しい結果を
得たが、これは統計力学の観点からも、非可換エルゴード理論の観点からも
基礎的な意味を持つ。他方統計力学において有効な 2個の不等式を一般の作
用素環に拡張した。
量子統計力学の分野では、 1次元XY模型および2次元Ising模型に対し
てC.環の方法を使って解析し、①XY模型の基底状態の完全な決定、②
XY模型の基底状態の相関関数について、臨界値以外のすべての経数値にお
ける解析性の証明、③XY模型における共役対称性の発見、④Ising模型の
相転移のC.環による導出、⑤Ising模型の相関関数について、転移点以外
での解析性の証明と、相関の長距離における指数的減少の指数の正確な決
定、などの成果を得た。数学的道具としては、 Cホ環の接合積、疑自由Cホ力
学系のスペクトル解析、 C本環の自己同型写像の活用、 Schwinger関数の解
析、状態の共役対称性などが有効で、あった。
自由電磁場のGupta-Bleuler定式化にヒントを得て、不変不定内積を持
つ群表現について、頭尾定理を得、その応用として、有限次元の表現空間の
場合に、そのような群表現の構造を決定した。
量子力学の基礎に関しては、連続超選択則が自然に現れ、波束の収縮を与
える簡単な模型と、波束の収縮に関するいくつかの不可能定理を示し、また
超選択則の意味について批判的考察を与えた。
反正準交換関係のFock表現と Bogoliubov変換の理論をまとめSchwin-
ger項と Connesの巡回コサイクルの関係を指摘した。
また、エントロビーおよび相対エントロビーについての最近の成果をまと
め、後者についてのいくつかの性質を、無限系の場合に証明した。
真木和美は主として物性理論に関する数理的研究を行った。
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中西裏は1950年代後半から Feynman積分の一般論の研究を行い、パラメ
ーター積分の位相公式の発見、Dysanの次数勘定定理の証明、赤外発散相
殺の一般論の構成、 Feynman積分の解析性の研究、摂動論的積分表示の提
起などの成果を得た。 1960年代には、摂動論的積分表示に基づく Regge的
振る舞いの研究から、 Bethe-Sal peter方程式の詳しい理論的研究を行い、
負ノルム解の存在および多重極の出現を発見した。この結果により、場の量
子論の構成において、状態ベクトルの空間が不定計量になることや多重極ゴ
ーストの現れるのが、一般的状況であることを認識し不定計量理論の研究
を行った。 1960年代後半から1970年代前半に得た主な成果は、双極子ゴース
トに基づく Landauゲージの量子電磁力学の定式化(B場形式)、 Heisenberg
の統一場理論のユニタリ性証明の誤りの指摘、電弱理論の基礎である Higgs
機構の共変的定式化などである。また双対共鳴模型に関して、 Scherkのゼ
ロスロープ極限に関する証明の誤りを正した。 1970年代中葉は、種々の2次
元場の量子論の厳密解を、漸近的完全性の立場から統一的に再構成した。昭
和52(1977)年、 BRS対称性と B場形式に基づく非可換ゲージ場の九後-小
嶋理論が現れたので、これを一般相対論に拡張し、重力場の共変的正準量子
論の定式化を行った。この理論は、f16次元Poincar的超対称性」や r4次
元幾何学的交換関係」などを持つ極めて美しい理論であり、ア・ブリオリな
背景計量を導入することなしに定式化される。 1980年代後半以後は、阿部と
共同で、重力場の量子論について精力的に研究を進めている(数理物理学阿部
光雄の項参照)。
商政次は1960年代には、公理論的場の量子論の基礎概念である Wight-
man関数の研究を行った。 1970年代から双対共鳴模型の場の量子論的背景
を探ることを主眼とする考察を、汎関数的方法を用いて行った。面素が環に
なる場合ポメロンの伝播としてとらえられること、ポメロン方程式を Dirac
流に 1次化できることなどを示した。 26次元という時空次元数は双対性によ
って決定されるが、この双対性はモジュラ一変換に対する保形性に関係して
いることを示した。 1980年代ごろから非線形方程式、特に戸田方程式の解法
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とその物理的応用を研究、またq-類似の双対性の研究を行っている。
矢吹治ーは散乱振幅の解析性に基づく S行列理論を研究した。特に双対
共鳴模型を調べVenezianoの一般化ベータ関数の理論を中間子散乱へ適用
して多くの興味ある結果を得た。さらに、重粒子と反重粒子の散乱における
双対性の種々の可能性を検討し、 lつの模型の提案とその数学的構造の研究
を行った。また、 Dirac式の場の理論をパートン描像との関連で研究した。
null-plane上の場の理論がDirac理論でどのように定式化されるかを最初
に調べ、次に通常の Heisenberg-Pauli理論との関係を研究した。 Feynman
の径路積分の方法によって両者のS行列の形式的一致が直ちに判明すること
を示した。
小嶋泉:ゲージ場および重力場の量子論を明白に相対論的共変に定式化す
るには不定計量を持つ状態ベクトル空聞が要求される。このことは損なう
「負確率」の導入を意味するが、九後太ーとの共同研究において量子論的局
所ゲージ不変性(BRS不変性)に基づいて物理的状態を指定する補助条件を導
入すれば、負確率は物理的世界から排除され理論の物理的内容を損なわない
ことを示した。この BRS変換は事零性を持つ外微分作用素にほかならない
が、相対論的共変性、局戸斤|生と組み合わせて、観測可能量、物理的状態空間
の構造について重要な一般的帰結をもたらすとともに、非物理的粒子達の形
成する興味ある代数的・幾何学的構造を特徴付けることを示した。
昭和50年代以降、場の量子論の枠組みを拡張して、マクロの動的構造を取
り入れる理論の定式化を行っている。平衡領域では、「実時間形式」での有
限温度の量子場理論の枠組みの理論的整備とそのゲージ理論への拡張、摂動
論的手法の開発を行い、温度効果による相対論的不変性の自発的破れを解明
した。さらに非平衡定常状態の一般的定式化とその量子エントロビー論的取
り扱いを行い、また小津正直(名古屋大学)との共同研究で超準解析的手法に
基づく量子・古典を統一する理論的枠組みを提起した。これらは量子確率
論、 量子情報理論、量子観測過程など数理科学の広い分野に横断的に関連す
る。
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大栗博司は超弦理論との関連において、共形場理論の様々な側面を研究
し、その豊富な幾何学的性質、特にリーマン面のモジュライ空間の幾何学と
の関係を明らかにしてきた。弦の理論を時空間における場の量子論として定
式化しようと試み、弦の世界面上の超共形代数の表現論と時空聞の幾何学的
構造との対応を論じた。さらに iNニ 2弦理論Jと呼ばれる特殊な弦理論の
性質を詳しく調べ、その時空間のダイナミックスを完全に明らかにした。こ
れは、弦理論の古典論的性質が完全に分析された最初の例である。実際この
場合には、弦理論が可積分系となる。ここ数年来、弦の古典論に適用されて
きたミラー対称性を初めて弦の量子論に適用した。その結果、 Calabi-Yau
多様体上の楕円曲線の数が、ミラー多様体の上の Ray-Singertorsionによ
って計算できることを示した。この結果をさらに高い種数の曲線の場合に拡
張するべく研究を続けている。
阿部光雄は中西によって定式化されたEinstein重力場の共変的正準量子
論に関連する研究を行っている。中西と共同で、局所Lorentz対称性を超
対称化する理論を構成した。同じく中西との共同研究で、 2次元量子重力の
厳密解を、 2次元交換関係を作り、それを Wightman関数で表現するとい
うまったく新しい解法で与え、新しいダイヤグラム法でそれを明快に表示し
た。この方法は、場の量子論を Heisenberg描像で解く新しい解法の開発へ
と発展させられる。
12. 流体力学
後藤金英、川原琢治は①電気伝導性流体の自由流の安定性に対する一様平
行磁場の影響を解析し、低磁気レイノルズ数の流れに対して最終的な結果を
得た。②ある種の流れでは、乱れが非粘性の極限でも減衰することが、乱れ
の増幅因子を決める固有値問題の解として結論され、ある意味でparadox
視されていたが、乱れの形を調べることにより、その機構を解明した。③乱
れの構造については、 Burgers方程式を基礎として、乱れを記述する特性汎
函数方程式をキュムラント展開で解くことを試みた。
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木田重雄は流体力学全般にわたって、重要な事実をいくつも発見した。な
かでも、木田の渦系や楕円渦は特に重要な発見である。また、乱流の世界で
も世界のリーダーの 1人であった。乱流は、非線形性、不安定性、不規則性
および散逸性が同時に重要な役割を演じている流体の運動状態で、物理学の
分野で発展途上にある非平衡統計力学の恰好の対象となっている。木田はコ
ルモゴロフ・スペクトルに代表される乱流場の小規模運動の普遍的性質の基
礎付けに興味を持ち、高レイノルズ数における流体運動の理論的研究を行っ
た。
大木谷耕司は流体物理学の研究を行った。大木谷は 2次元乱流の持つ性質
を数値解析的な方法によって詳しく調べた。まず各triad interactionから
渦度勾配の生成率への寄与を評価することによって波動空間における非線形
相互作用の非局所|宝を示した。またj両度とパッシブスカラーのダイナミック
スを比較することで渦構造のエンストロフィー伝達に関する役割を波動空間
において特徴付けた。さらに、カスケードの時間的間欠性を瞬間的なフラ ッ
クスで表現し、リアプノフ指数等を評価することによってそのカオス的性質
とともに論じた。
13. 数値解析
ー松信は、函数近似の理論と実際に携わり、特に合流型函数について、漸
近展開の剰余項を連分数で計算する公式とその加速を論じ、実用性もたしか
められた。また大型計算機センターなどとも協力し、各種函数計算法の標準
手法の確立や、その検査法の研究を中心として、研究を進め、またスプライ
ン函数の理論と応用に貢献した。
さらに数学と計算機科学との諸接点として、主に数学的ソフトウェア・数
式処理・数学分野の情報検索などを研究し、これらと関連して、計算量の理
論・数値計算に適した計算機体系などの研究を行った。
三井斌友は常微分方程式の数値解析、特に多点非線形境界{直問題の数値解
析を手がけ、このような問題に対する Newton反復法、それを簡易化する
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いくつかの手法の比較検討を行った。特にshootingmethodsの一種として
提起されたinitial-valueadjusting methodを適用して、最小自乗型の条件
を与えられた常徴分方程式の数値解析を行った。
同時に、常微分方程式の初期値問題の数値積分子(numericalintegrator)に
も興味を持ち、解析解の二階導関数、すなわち方程式を記述している右辺の
関数の、独立変数に関する一階導関数も活用するという立場に立って、新し
い前進型の公式群を導いた。
森正武は高橋秀俊と共同で解析画数(1変数)の数値積分の研究を重点的に
行った。まず、実積分を線形汎画数とみなし、これに対応して複素平面内で
数値積分の誤差の特性画数を定義した。そして、その等高線図を X-yプロ
ッタを使って描くことにより、具体的な数値積分の誤差を評価する実際的方
法を与えた。この誤差解析法は佐藤超函数の 1つの応用になっており、この
考え方を函数近似の誤差解析にも適用して成功を収めた。さらに、無限区間
の台形則の漸近的最適性を明らかにし、これと変数変換とを結びつけること
によってある意味で最適な、二重指数函数型数値積分公式を見出した。この
積分公式は数値解析学の金字塔であり、わが国の応用数学会が世界に誇るも
のである。
このほか、線形発展方程式の近似に連分数展開を応用し、その安定性の吟
味なども行った。
磯祐介は境界要素法の誤差解析の研究を行い、境界要素法の数学的基礎付
けに大きな貢献を成し遂げた。
岡本久は非線型力学の数値解析の研究をしている。
境界要素法や代用電荷法の数理的構造を明らかにし、これらが高い安定性
と精度を持つことを証明した。また、これらの方法を水面波の数値シミムレ
ーションに応用し、まったく新しい型の分岐現象が存在することにも成功し
ている。これとは独立に、コルモゴロフ問題やテイラー問題などの粘性流体
の分岐現象にも取り組み、新しい解の発見に成功している。
谷口雅治は拡散方程式に非線形の反応項が入った方程式の解の定性的な性
412 
第2節研究活動の発展
質を研究している。特に未知変数を 2個以上含む方程式の平衡解を構成し、
その性質、例えば安定性を研究している。 2次元領域において界面が直線状
をなす特異摂動解の安定性を調べ、解が不安定な場合に摂動を受けたときの
挙動を詳しく解明した。また方程式への徴小パラメーターの入り方を変えて
安定性がどのように変わるのかという問題も研究している。
14. 数理工学
室田一雄と岩田覚は工学における基礎的諸問題に対する数学的手法(主と
して代数・組み合わせ論的なもの)について研究を行っている。より具体的に
は、次の 3つのテーマに分けられる。
①離散的な構造を持つ工学システムに関する基礎研究、②数値計算法に関
する研究、③構造工学における群論的分岐理論の応用。
①に関しては、マトロイド的なシステムに関する構造定理とアルゴリズム
を中心とした研究を行い、混合行列とその正準形の概念を基礎として種々の
分解原理を考察したこと、多項式行列の組み合わせ構造をマトロイド理論的
な立場から考察して離散凸性に関する双対定理を見出したこと、劣モジュラ
一関数に関する効率的なアルゴリズムを開発したことなどの成果がある。②
に関しては、数値積分、精度保証、線形計算などの基本アルゴリズムの研究
を行った。③に関しては、群論的分岐理論の枠組みを用いて、幾何学的な対
称性を持つ構造物の初期不整を扱う手法を提案するとともに、すべり線発現
のメカニズムを解析した。
15. 計算機科学
高須達はフ。ログラムの作り方の組織化に関する研究を行った。そして次の
ような結果を得た。
(1) ①フ。ログラムの限定詞付仕様の形式体系の中での証明と入力とを与え
るとき、証明の変形を行って、出力と、その出力が仕様を満たすことの証明
とを獲得する方法(Gentzenのcuteliminationの一般化)。②限定詞付仕様の
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証明の Gdel interpretationにより、仕様を満たすプログラムを帰納的方程
式として読み取ること。
(2) 仕様を満たすことが証明されているようなプログラムが与えられてい
るとき、その検証条件の証明から、限定詞付仕様の証明を構成する一様な方
法を、そのプログラムの停止性の情報が十分なだけ不変式に盛り込まれてい
るという仮定の下で得た。
(3) GentzenのsequentcaJculusに帰納法を付加した体系を基礎とする対
話型証明システムにさらに上記の慣用句的推論規則を付加するならば、それ
らを使って限定詞付仕様の証明を逆推論的(推論の下式を証明するには、上式
を証明することを考えればよい)に構成していく過程において、仕様を満たす
プログラムが自動的にシステムによって作成される。
笠井琢美は計算量と言語変換の研究を行った。
林健志、は構成的証明による帰納的プログラムの記述について研究した。強
い意味での正統性が保証された自然で効率のよいリカージョンをインダクテ
イブに定義されたデータ・タイプの構造帰納法によって記述することを目標
としたシステムPXを、この原理の上に設計・実現した。
中島玲二はコンビューターをモデルとする数理科学的問題の考察と、その
結果をコンビューター・システムにかかわる実際の諸問題の解明に応用する
ことを、研究の目的としている。
最近は、実時間(real-time)システム、反応(reactive)システム、並列(con-
current)システムの数学モデルの構成と、時制論理などの数理論理学的方法
による検証問題に関心を持っている。また、それらのモデルを、マルチ・メ
ディア・システムの構築に応用することを目指している。
西村泰ーは情報論理学の研究を行った。
萩谷昌己はプログラムの合成、特に、構成的数学を応用した、プログラム
抽出論を研究した。また、そのためには、従来のフ。ログラミング言語ではな
く、論理プログラミングの方が適していると考えられるので、論理プログラ
ミングの基礎付けの研究なども行った。
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湯浅太ーはソフトウェア科学における数学的・方法論的考察を研究課題と
した。 Lisp国際的標準化案として米国で設計された CommonLispの言語
仕様およびそれに基づいた Lispシステム(コ ンパイラを合む)の実現法の研究
に従事し、実際に KyotoCommon Lispとよ.;;Lispシステムを完成した。
このシステムはいろいろな汎用計算機上で稼働しており、実行効率ーメモリ
ー効率両面の性能の高さから既に多くの国内外の機関で実用に供している。
機川貴司は実時間制御、マン・マシン・インターフェースなどの場合の動
作の記述を行うための論理型言語を時制論理に基づいて設計した。
服部隆志はプログラミング言語とユーザインターフェースについて研究を
行った。人聞が直観的に記述した制約はイ'盾していることが多いため、制約
の優先度をフログラム中に記述することによって、最適な解を選び出す言語
を設計し、その形式的な意味付けを行った。
長谷川山;は様々な計算モデルの偽造を理論的側面から研究した。
南出靖彦は多相型(polymorphism)や線形論理などの近年の型理論や型推
論の結果を応用したデータの共有関係の解析について研究を行っている。
また、計算機のマルチメディア化は、リアルタイム性などの新たな要素を
ソフトウェアに要求する。そこで、マルチメディアのための基礎理論につい
ても研究を行っている。
大堀淳は、ラムダ計算の多相型理論を洗練・拡張することによって、デー
タモデル理論、オフジエクト指向計算の継承やクラス等の概念、並列計算機
構などを統合したプログラミン グ言語構築のための理論の研究を行ってい
る。
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第3節研究施設
第1項図書室
本図書室は研究所設立当初から共同利用施設として本学のみならず全国の
数理解析研究者の利用に供している。現在約7万冊の図書と非公式資料lec-
ture note、preprint等約6万点を所蔵している。
昭和41(1966)年4月に図書掛が設置され、専門図書館を目指して数学、応
用数学、計算機科学、理論物理学等の分野の文献を本格的に収集するために
図書業務の整備が始められた。
まず学術研究の進歩に伴って飛躍的に増大した内外の学術文献情報を網羅
的かつ迅速に収集し、これを広く研究者の利用に供するための情報管理業務
の近代化を進めることが日本学術会議数学研究連絡委員会にて討議された。
この線に沿って、北海道大学、東北大学、東京大学、東京教育大学、東京工
業大学、名古屋大学、大阪大学、京都大学、広島大学、九州大学の10大学の
数理関係図書館がそれぞれ収集している lecturenote、preprint等の入手
リスト交換、相互利用から始めることとなり、本図書室が中心となって作業
が進められた。
昭和42(1967)年10大学の所蔵リストが本図書室に集められlecturenote、
preprintの10大学所蔵リストが作成され、全国の大学の数理関係図書館に配
布された。その後これらの情報活動は引き続き行われた。このようにして当
図書室はlecturenote、preprint等の国内における収集状況を把握して国内
各大学の数理関係図書館へその情報を流し、相互の利用を促進するととも
に、収集情報を提供するなど圏内の数理図書館の指導的役割を果たした。
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さらに、昭和44(1969)年この情報交換の組織を発展させるとともに近代的
な学術文献管理を行うために、 10大学所蔵リストを基にして非公式資料書誌
データベース RIMSの作成が本図書室で始められた。昭和54(1979)年会議
録書誌情報データベース PICMSの作成が文部省科学研究費による試験結果
の一環として行われたり、本研究所講究録の表紙目次データを収めた書誌デ
ータベース KOKYUROKが昭和58(1983)年から作成されている。これら
は、現在も京都大学大型計算機センターの FAIRSでデータベースサービス
が行われている。
このように、研究所設立当初より計画してきた近代的な学術文献管理の体
系と技術を導入した学術文献の共同利用、 2次資料の生産等を実現した。今
後それらを継続維持し、さらに発展させるための努力がなされている。
第 2項 附属数理応用プログラミング施設
現在の数理科学の研究に、コンビューターの利用は必要不可欠な存在とな
った。本研究所においては、早期よりレベルの高い電子計算機施設を有し、
多くの研究者に利用されてきておりその利用形態も多様性を増している。
昭和46(1971)年4月には、附属数理応用プログラミング施設が設置され助
教授 l、その他の人員がつき、研究所におけるコンビューターの研究への応
用の体制は、さらに整備された。
本研究施設は理論的研究とその応用技術との橋渡しをすることを目的と
し、いろいろな先端的なソフトウェアの開発研究も行われている。なかでも
KCL(京都コモン・リスプ)は国際的に普及され、 publicdomain softwareの
先駆けの 1つとなった。またオペレーテイング・システム UNIX上の日本
語インターフェースである Wnnは、わが国の標準として広く利用されてい
る。
現有のコンビューター設備は、米国サン・マイクロシステム社製の多数の
ワークステーションとそのサーバー機械、および米国コンペックス社製の並
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列ベクトル・フロセッサを主体とし、研究所のほとんどの研究室から、イー
サーネット LANで利用可能である。
利用形態としては、流体力学や数値解析の研究のための数値計算、コ ンビ
ューター・サイエンスのためのシステム・プログラミ ング、純粋数学や数理
物理のための数式処理に加えて、論文作成(TEX)やイ ンターネットを介す
る電子メールによる研究交流があげられる。
コンビュータ一利用に対する需要の量的、質的向上と、マイクロ・エレク
トロ技術などコンビューターの性能の革新により、本研究所では従来数回の
パージョ ンアッフが行われており、将来も継続する方針である。
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